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□ 【環境経営理念】

　　1. エネルギー使用量の効率的利用によりＣＯ2排出量の削減に努める。

　　２. 受託した産業廃棄物の適正処理及び活動に伴う廃棄物の削減に努める。

　　３. 受託した産業廃棄物の収集運搬における環境への配慮に努める。

　　４. 水使用量の削減に努める。

　　５. 化学物質の適正管理に努める。

　　　　

　　６. 環境関連法規等や当社が約束したことを遵守する。

　　７. 環境経営方針は、全従業員に周知する。

　　８. 環境経営目標・活動計画を定め、継続的改善に努める。

　　９. 環境経営方針は、取引先にも理解と協力を要請する。

　制定日：2010年4月16日

　改定日：2022年1月28日

　株式会社リバースケミカル

　 　代表取締役

　 　　岡戸　誠一郎

環境経営方針 

□ 環境経営方針

　　株式会社リバースケミカルは地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つであることを
　認識し特別管理産業廃棄物（廃油）を再生加工し再利用化を促進することで、循環型社会の
　形成に貢献することを目指し、課題とチャンスを明確にすることで環境経営の継続的改善を
　推進します。
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【 組織の概要】
（１）事業者名及び代表者氏名
  　　株式会社リバースケミカル

　  　代表取締役　　岡戸　誠一郎

（２）所在地
　 　 本社・工場 兵庫県神戸市北区道場町塩田山崎２６３６番地

　 　 物流倉庫 兵庫県三田市東本庄字大歳谷２２２４番５　　　

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
　    環境管理責任者　小西　岳史　（実験室室長）

　    連絡責任者　  　小西　岳史

　    TEL：078－985－2061　　　　FAX：：078－985－3081　　　　E-mail：info@rebirthcchemical.co.jp

（４）設立、資本金、売上高、処理実績
　    設　立：1967年6月26日

　    資本金：  1,000万円

　    売上高：42,668万円（2021年度）

　    処理実績：廃油（中間処理量）　1,906ｔ  特別管理産業廃棄物の収集運搬量  2,103ｔ（2021年度）

 産業廃棄物の収集運搬量   　       472ｔ

（５）事業内容

　  　特別管理産業廃棄物中間処理、再生廃油の販売、溶剤の小分けと販売、産業廃棄物収集運搬、特別管理産業廃棄物収

　　　集運搬

（６）事業規模

従業員数 18 名 0 名

敷地面積 3,395 ㎡ 2,378 ㎡

（７）事業年度 ６月～翌年５月

（８）認証・登録範囲　 全組織・全活動が対象

（９）施設の概要

　＜処分業＞

　本 社・工場 物流倉庫 　　合　計

　 18名

5,773㎡

特別管理産業廃棄物処分業

有効期限

廃棄物の種類

事業の範囲

処理施設の種類

処理能力

処理料金

20ｔ／日

許可番号

許可年月日

処理工程図　　　　　※沈殿残渣、蒸留残渣は廃棄物として処理委託

神戸市　　第6790003215号

平成30年5月31日

令和5年5月30日

廃油

中間処理（蒸留再生）

ボイラー加熱による水蒸気蒸留及び単蒸留装置

200Lドラム：4,000円～12,000円（廃液の性状による）

排出事業者

排出事業者

保管庫
(在庫＋

運搬量)

自社運搬

他社運搬

蒸留窯

ボイラー

クーリング

タワー（冷却）

受入れタンク 精製（撹拌機） 再生品

出荷

(処理工程)

(生産工程)

蒸気

リバースケミカル中間処理工程



　＜収集運搬業＞ ｐ3

　■ 施設の概要：普通貨物自動車 5台 （8ｔ×4台、2ｔ×1台）

行政区分 許可番号

兵庫県 02863003215

滋賀県 02551003215

大阪府 02750003215

愛媛県 3855003215

京都府 02650003215

山口県 03550003215

香川県 03759003215

徳島県 3650003215

奈良県 02950003215

和歌山県 03050003215

広島県 03450003215

　　　　② 特別管理産業廃棄物積替え・保管

　　  　　　積替え・保管場所：兵庫県三田市東本庄字大歳谷2224番5

　　  　　　積替え・保管を行う産業廃棄物の種類：廃油

　  　　　　積替え・保管面積：7.60㎡

　  　　　　積替え・保管上限：6.80㎥

運搬実績

02808003215

02600003215

02700003215

02501003215

02900003125

令和1年6月22日

令和6年6月21日

平成30年7月3日

令和5年6月24日

令和4年3月14日

令和9年3月13日

平成30年8月7日

令和5年8月6日

令和4年4月18日

令和9年4月17日
6ｔ

○○ ○ ○

399ｔ

16ｔ

○ ○

○

5ｔ

46ｔ

行政区分 許可番号

○

兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

金
属
く
ず

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

紙
く
ず

木
く
ず

　0ｔ

　2,103ｔ

廃油

許可年月日

許可の有効期限

許可の種類

汚
泥

廃
油

廃
酸

繊
維
く
ず

が
れ
き
類

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず

廃油 令和4年3月3日 令和9年3月2日

令和5年2月14日

令和4年4月18日廃油

119ｔ

　83ｔ

合　計 472ｔ

奈良県

大阪府 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

滋賀県 ○ ○

廃油

平成30年7月1日

平成30年7月22日

許可の有効期限

令和5年6月30日

令和5年6月29日

529ｔ

314ｔ

127ｔ

　　0ｔ

平成30年6月12日

令和１年8月13日

平成30年7月3日

平成30年10月23日

令和5年5月19日

令和5年6月24日

令和5年10月22日

令和4年11月1日

○

○ ○

京都府 ○

　（Ⅱ）産業廃棄物収集運搬業（2021年度、主な収集運搬実績）

　0ｔ

　34ｔ

令和10年2月13日

令和9年4月17日

令和9年10月28日

合　　計

廃油 令和4年3月8日 令和9年4月7日

廃油

廃油

廃油

廃油

許可の種類

廃油

廃油

　（Ⅰ）① 特別管理産業廃棄物収集運搬業（2021年度、主な収集運搬実績）

運搬実績

787ｔ

110ｔ

許可年月日

令和6年8月12日



【環境経営活動組織図及び役割・責任・権限】 ｐ4

制定日:2010年4月9日

更新日:2019年4月1日

全従業員

・環境経営レポートの確認

・環境経営方針の策定、見直し

・環境経営目標、環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標、環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・代表者による全体の評価と見直し・指示に必要な情報（環境経営目標の達成状況等）を報告

・環境管理責任者を任命

役割・責任・権限

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚。

・環境経営に関する統括責任

環境管理責任者

・環境活動の実績集計

・自主的・積極的に環境活動へ参加。

ＥＡ２１事務局

・環境経営レポートの承認

・代表者による課題とチャンスの作成、定期的に見直し

最高責任者（社長）

・環境経営システムの構築、実施、管理

代表取締役

（最高責任者）

環境管理責任者

運送部門

ＥＡ２１事務局

製造部門 総務部門
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単位

kｇ-CO2

kｇ-CO2

kｇ-CO2

kｇ-CO2

kｇ

㎥

t

t

※ 処理量＝蒸留再生する廃油の量

※ 生産量＝廃油から蒸留再生した油の量

※ 2020年度電気事業者別二酸化炭素基礎排出係数：関西電力株式会社　0.362㎏-CO2/kWh

※重油：二酸化炭素排出係数　2.71kg-CO2/L　軽油：二酸化炭素排出係数　2.58kg-CO2/L

基準年度

2018～20年度

(基準値) (目標)

t 3,980 ー

t 2,787 ー

kWh 78,935 ー

kWh/ｔ 19.83 19.73

基準年度比 削減率 99.50%

L 153,888 ー

L/ｔ 38.67 38.47

基準年度比 削減率 99.50%

L 67,941 ー

L/ｔ 17.07 16.99

基準年度比 削減率 99.50%

kg-CO2 622,357

kg-CO2/t 156.4 155.6

基準年度比 削減率 99.50%

ｔ 2,592 ー

ｔ/ｔ 0.652 0.649

基準年度比 削減率 99.5%

㎥ 4,203

1.51 1.36

基準年度比 削減率 90%

100% 100%

達成率 100%

※生産量（ａ'）、水使用量（ｆ）については基準年度2008年度で据置き

98.5%

98.50%

軽油使用量原単位
（ｃ/ａ）

155.5

99.47%

154.8

99.00%

154.0

16.90

99.00%

3,773

2,689,700

2,903

ＣＯ2排出量原単位

処理量（ａ） 3,773

2,274

ＣＯ2排出量合計 586,833

ー ー

重油使用量（ｃ）

軽油使用量（ｃ）

38.28

99.00%

38.09

ー

ー

重油使用量原単位
（ｃ/ａ）

82,607

21.89

110%

143,325

ー生産量（ａ'）

電力使用量（ｂ）

19.63 19.54

99.00% 98.50%

ー ー

98.50%

37.99

98%

ー

単位

586,833

電力使用量原単位
（ｂ/ａ）

168,518.8

2,523,100

2,672

2,274

(目標)

2,646,300

2,677

2,166

【 環境経営目標及びその実績】　　＊削減率：（実績÷基準値）×100％

2,419

176,946

環境経営目標
2022年度 2023年度

(目標)

17.31

101% 98.50%

16.81

65,317

28,757

ボイラー燃料使用量ＣＯ2排出量（重油） 427,223 383,167 388,410.8

29,903.7

2021年度

　(実績)　

632,926

165,564

577,405

実施 ー ー

100% 100%

環境への配慮
（車輛の環境負荷低減運行）

100%

100%

月末、
チェック

化学物質の適正管理

ー 実施 ー

100% 100%

処理量 4,079 3,627

89% 88%

3,741 3,699

2,523

0.669

103%

2,672水使用量（ｆ）

水使用量原単位
（ｆ/ａ'）

1.331.341.18

64%

産業廃棄物排出量（ｅ） ー ー

廃棄物原単位
（ｅ/ａ）

0.645 0.642

99.0%

生産量

項目

電力使用量ＣＯ2排出量

自動車燃料使用量ＣＯ2排出量（軽油）

ＣＯ2排出量合計

【 主な環境負荷の実績】

産業廃棄物排出量

水使用量

2019年度 2020年度 2021年度

28,674

※

※
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□ 環境経営計画の取組内容とその評価、次年度の取組内容

達成率：削減目標＝（目標÷実績）×100％

取組内容の達成状況： ○できた（100％）△（50％～100％未満）×全くできなかった（0％）

達成率 90%

・不要な照明の消灯（不使用室、休憩時） ○ 継続

・不要時のパソコン、プリンター、ポット ○ 継続

・LED照明への変更 △ 継続

達成率 101%

・蒸気の無駄使いを無くす ○ 継続

・蒸気漏れの点検、修理を速やかに行う ○ 継続

○ 継続

・ボイラ、配管等設備の点検、未然防止対策 ○ 継続

達成率 98%

・不必要なアイドリングをしない ○ 継続

・急なアクセル・急なブレーキに注意する ○ 継続

・回収ルートの効率化 継続

二酸化炭素排出量の削減 達成率 100%

達成率 116%

・蒸気漏れの点検、修理を速やかに行う ○ 継続

・不稼動時、ドレンバルブを閉める ○ 継続

・蛇口締めつけ確認 ○ 継続

産業廃棄物の削減 達成率 97%

・原料廃液の選定 ○ 継続

・回収率向上に努める ○ 継続

達成率 100%

・月末に適正管理かチェックする ○ 継続

達成率 実施

・車輛の環境負荷低減運行 〇 継続

環境への配慮
（目標達成）
不必要なアイドリングは行わず、急制動を避け、回収ルートの効
率化に努めた。
　
（次年度）
今期と同様に取組みを継続する。

化学物質の適正管理

達成状況 継続／変更

電力使用量の二酸化炭素排出量の削減

（目標達成）
取組期間中、問題点は特に無かった。よって、計画通りの取組み
を続けていく。

（次年度）
活動計画に沿った取組みを継続する。

取組内容

重油使用量の二酸化炭素排出量の削減

（目標未達成）
昨年に引き続き低回収率の原料廃液の使用量が増加し回収率の向
上が捗らなかった。
　
（次年度）
削減方法を探り、取り組んでいく。

（目標達成）
今年度より原単位を処理量ベースに変更したことで、製品である
混合溶剤に使用する回収油の収率低下による生産量の減少に影響
されにくくなった。
 
（次年度）
取組みは継続して行いつつ、生産効率の向上方法を探っていく。

（目標未達成）
各取引先からの廃油取引量は回復傾向にあるもののコロナ禍以前
には戻っておらず回収ルートの効率化は図っているが目標未達
成。
 
（次年度）
各取引先からの排出量減少は鈍化傾向にあるものの未だ回復して
おらず回収頻度はほとんど変わっていないため、引き続き効率的
な回収ルートの選定に努める。

（目標達成）
ＰＲＴＲ対象物質について、在庫量の把握を含めて適正に取り扱
いできており、逸脱は無かった。
 
（次年度）
ＰＲＴＲ対象物質について、適正管理に努める。

軽油使用量の二酸化炭素排出量の削減

（目標達成）
電力・重油・軽油の各使用量を合わせたトータルでは目標を達成
した。電力使用量でマイナスとなったが割合の大きな重油使用量
がカバーした形となった。
 
（次年度）
取組みは継続して行いつつ、生産効率の向上方法を探っていく。

評価と次年度の取り組み内容

・生産性を向上し使用量を抑える

水使用量の削減

（目標未達成）
電力使用量についてはコロナ第５派以降に換気の徹底を行ったこ
とで現場の空調機器の使用率が上がったことが要因として考えら
れる。

（次年度）
LED照明の導入を順次行い消費電力削減を図る。
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□ 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

※ 環境関連法規制等の遵守状況の確認の結果、環境関連法規制等は遵守している。

   なお、関係当局より違反、訴訟などの指摘は、過去３年間ありません。

□ 外部から環境に関する苦情、要望などありませんでした。　　　

□ 内部コミュニケーションは、朝礼、掲示板で周知している。　　　
遵守確認年月日：2022年5月31日 
環境管理責任者：小西　岳史

□ 代表者による全体の評価と見直し・指示　　　

岡戸　誠一郎

廃棄物処理法

騒音規制法

水質汚濁防止法

2022年6月15日

代表取締役

必要に応じて変更指示

必要なし

必要なし

必要なし

必要なし

必要なし

適用される事項（届出の実施、測定の実施、基準値の遵守等）

遵守

遵守

遵守

遵守

毒物及び劇物取締法

遵守評価

遵守

遵守

環境経営目標

環境経営計画

実施体制

その他の要素

見直しの必要性

否

否

否

否

否

項目

適用される法規制

環境経営方針

ＮＯⅹ-ＰＭ法

神戸市との公害防止協定

（１）全体の評価
　　普段の取組みや報告を見るに環境活動についての取組みは的確に出来ているものと考えている。
    今年度は低回収率原料の加工依頼の割合が昨年度と同等で推移し、また混合溶剤用原料廃液の低収率化が
    進行した事で、廃棄物発生量に関して厳しい状況が続いている。
　

（２）見直し・指示
　　目標の基準については２０１８～２０２０年度実績をベースに変更し、実施されたことを確認した。一部未
　　達成目標もあるが目標の基準については経過の観察と検討を継続すること。
　　全体の稼働についてはコロナ禍の影響が如実に現れており、取引先の状況が即座に影響する当社にとって厳
　　しい状況がさらに続いていくものと思われる。当社を取り巻く環境は厳しいが引続き各員が生産効率の向上
　　を目指し、環境負荷低減に努めていく事を望む。

特別管理産業廃棄物処分業、特別産業廃棄物収集運搬業、
産業廃棄物収集運搬業（許可の有効期限）、マニフェストの管理、実績報告

特定施設届出、測定記録

神戸市との公害防止協定

表示、盗難防止、毒物劇物取扱責任者の選任等

事業者の責務（規制対象区域の規制）（車検証）大阪府適合車ステッカー制度終了

水質汚濁防止対策、騒音・振動防止対策、悪臭防止対策、産廃の受け入れ

消防法

浄化槽法

危険物の管理、運搬、危険物保安監督者の選任等

保守点検、法定検査等

遵守

遵守
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□ 社会貢献と環境美化

　社会貢献の一環として地域の土手の草刈り作業への人員派遣

　環境美化活動として会社周辺の清掃作業

夏の草刈り

冬の草刈り

毎朝の清掃作業


